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2009 年 5 月

株式会社ウェッブアイ

PREGARE 6.0 リリース情報

PREGARE 6.0 の主な新機能について、ご説明します。

※ 本仕様は、予告なく変更する場合があります。

1. 検索機能の追加

「プログラム」タブ、「プロジェクト」タブに検索機能を追加しました。

表示セットで抽出したプログラム／プロジェクトに対し、「コード」と「名称」で、さらに対

象を絞込み、一覧に表示させることができます。（図 1.1）

※ 表示セット、「コード」、「名称」の AND 条件で、一覧を表示します。

図 1.1「プロジェクト一覧」画面
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2. 画面名称の変更機能の拡張

画面表示のカスタマイズ機能を拡張しました。

フィールド定義ファイルを変更することで、画面タイトルやボタン名等の表示を変更する機

能を追加しました。

対象となるタブは、「PMr」、「プログラム」、「プロジェクト」、「Ｐアイテム」、「計画」、「スコ

ープ」です。

各名称の変更については、図 2.1 を参照してください。

図 2.1 画面名称を「開発案件」に変更した画面例

タブ名称

オブジェクト名称

：フィールド定義ファイルのタブ名称の変更で変更可能

：フィールド定義ファイルのオブジェクト名称の変更で変更可能

項目名称 ：フィールド定義ファイルの項目名称の変更で変更可能
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3. プログラムマネジメント機能の強化

(1) プロジェクトの所属プログラムの複数化

1 つのプロジェクトが複数のプログラム（最大４つ）に所属可能になり、プログラムを複

数の視点（顧客や部門、製品群など）から見たプロジェクトの集合として扱えるようにな

りました。

(例 1) プログラム 1：製品グループ としてプロジェクトを分類する

(例 2) プログラム 2：担当組織 としてプロジェクトを分類する

これにより、製品や部門などの視点（プログラム）ごとにコストや採算を集計したり、レ

ポートを作成することが容易にできるようになりました。

フィールド定義ファイルを変更することで、図 3.1 のように、プログラムの項目名称を「製

品グループ」、「担当組織」、「顧客名称」などに変更したり、複数のプログラムを選択でき

るようになります。

図 3.1 「プロジェクト編集」画面（複数プログラム所属例）

製品グループ：PREGARE

プロジェクト A

プロジェクト B

製品グループ：工程’s

プロジェクト C

プロジェクト D

プロジェクト E

製品グループ

：かながた一番

プロジェクト F

担当組織：開発 1部

プロジェクト A

プロジェクト B

担当組織：開発 2部

プロジェクト C

プロジェクト D

プロジェクト E

プロジェクト F
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(2) 「プログラム」の項目追加と集計機能の拡張

「プログラム」タブに項目が追加され、プログラム一覧やプログラムレポートに出力でき

るようになりました。

① プロジェクトから集計される新項目

「プログラム」タブに、プロジェクトから、ロールアップ（集計）される項目として

以下の項目が追加されました。

これらの項目は、プロジェクトの同名の項目から集計されます。

・ 計画予算額（集計値）

・ 実行予算額（集計値）

・ 出来高実績粗利額（集計値）

・ 計画売上額（集計値）

・ 計画原価額（集計値）

・ 実績原価額（集計値）

・ 計画粗利額（集計値）

・ 実績粗利額（集計値）

② プログラムで入力する新項目

「プログラム」タブに入力項目として、以下の項目が追加されました。

・ 計画予算額（入力値）

・ 実行予算額（入力値）

・ コスト実績額（入力値）

これらの項目を表示するには、フィールド定義ファイルの変更が必要です。
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4. 工事進行基準対応

工事進行基準対応機能追加のため、EV 法と原価比例法による売上実績額の算出機能を追加し

ました。管理メニューの「月締め」画面で売上集計機能を実行すると進行基準対応のプロジ

ェクトの売上金額が算出されます。

(1) 「プロジェクト採算」画面の項目追加

「プロジェクト採算」画面に工事進行基準に対応する項目を追加しました。（図 4.1）

(2) レポートの追加

進行基準売上情報のレポートとして採算レポートに「進行基準売上計上（原価比例法）」

レポートと「進行基準売上計上（EV 法）」レポートを追加しました。

(3) プロジェクトからの参照

売上集計した最新の月度の値はプロジェクトの「計画売上額（月次）」、「実績売上額（月

次）」、「計画原価額（月次）」、「実績原価額（月次）」、「売上集計月度）」にコピーされ、

「プロジェクト一覧」画面や「プロジェクト詳細」画面でも参照できます。

これらの項目を表示するには、フィールド定義ファイルの変更が必要です。

(4) 設定

プロジェクトごとに工事進行基準を使用するか完成基準を使用するかを「プロジェクト

編集」画面で選択できます。

工事進行基準計算に EV 法を使用するか原価比例法を使用するかは「システム設定」画

面で指定します。

図 4.1 「プロジェクト採算」画面
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5. 総原価予測シミュレーション機能

「採算」タブに、コストコントロールで必要な予測コスト（EAC）、SV、SPI、CV、CPI な

どの計算機能が追加されました。プロジェクトの傾向分析ができるように、月々のコスト予

測計算値が履歴として表示されます。（用語については、表 5.1 をご参照ください。）

(1) コスト予測の表示

「採算」タブに算出結果（コスト予測）を表示します。（図 5.1）コスト予測では、実績

月ごとの数値を基に計算した「予測コスト」（EAC）を表示します。

この機能を使用するためには「出来高」タブで出来高実績額を算出する必要があります。

「予測コスト（EAC）」は３種類の計算方法を用いて算出され、「楽観値」「中立値」「悲

観値」として表示されます。（図 5.2）

図 5.1 「採算」タブのコスト予測

(2) プロジェクトからの参照

コスト予測計算した最新の月度の値（EAC（楽観値）、EAC（中立値）、EAC（悲観値）、

SV、SPI、CV、CPI、評価月度）はプロジェクトのプロパティにコピーされ「プロジェ

クト一覧」画面や「プロジェクト詳細」画面でも参照することができます。

これらの項目を表示するには、フィールド定義ファイルの変更が必要です。
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表 5.1 用語

図 5.2 コスト予測グラフイメージ
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6. レポート機能強化

(1) コスト予実レポートの追加

コストレポートに「費目別コスト予実レポート」と「資源別コスト予実レポート」（図 6.1）

が追加されました。

図 6.1 資源別コスト予実レポート

(2) レポートの不要行／列の非表示

① 「工数マトリクス」レポート

工数がすべてゼロの行または列を非表示にする機能が追加されました。

② 「月別工数マトリクス」レポート

工数がすべてゼロの行を非表示にする機能が追加されました。

行が「工種」の場合も非表示にすることができるようになりました。

(3) 「計画」レポートの絞込み条件の追加

「計画」レポート定義時のアクティビティの絞込み条件に、前月/当月/次月を指定できるよ

うになりました。

(4) 「コスト」、「予算」、「採算」レポートに集計欄の出力の追加

「コスト」、「予算」、「採算」の集計レポートで出力される Excel ファイルに集計欄を追加

しました。

※ CSV ファイルへの出力内容は変更されません。
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7. データの入力方法の拡張

(1) 予算作成機能

① 「予算」の自動計算費目項目（予定工数データ）のアップロード機能の追加

「予算」タブに予定工数データ（自動計算費目）を CSV ファイルからアップロードす

る機能を追加しました。（図 7.1）

予定工数の入力を「計画ファイル」から登録するか「CSV ファイル」から登録するか

は、「システム設定」画面で指定します。

図 7.1 予定工数データの登録イメージ

② 「予算」の手入力費目項目のアップロード機能の追加

手入力費目の予算を、実績の「経費」と同様、CSV ファイル（支払い単位の経費予算

データ）からアップロードする機能を追加しました。

「経費予算」タブが追加され、「経費予算」タブで経費予算の CSV 登録、削除、一覧

表示が可能になりました。

また、経費予算のレポートが追加されました。

「予算入力」画面から入力するか「CSVファイル」から登録するかは、「システム設定」

画面で指定します。
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(2) 完成基準の売上および原価のアップロード機能の追加

「採算」タブの「完成基準売上」の「実績」および「予算」と「完成基準原価」の「実績」

および「予算」のデータを CSV ファイルからアップロードする機能を追加しました。（図

7.2）

図 7.2 完成基準売上および完成基準原価の登録イメージ

「CSV ファイル」からは、細目単位の売上と原価のデータのアップロードが可能になり、

その集計値が「プロジェクト採算」画面の「完成基準売上」および「完成基準原価」とし

て表示されます。

「採算入力」画面から入力するか、「CSV ファイル」から登録するかは、「システム設定」

画面で指定します。



Web I Laboratories, Inc.

11

8. その他

(1) 「プロジェクト採算」画面の項目ラベルの変更

「プロジェクト採算」画面の詳細ラベル（「出来高」「原価」）をフィールド定義ファイルで

変更できるようになりました。

(2) 「プロジェクト採算」画面の粗利率欄の追加

「プロジェクト採算」画面に「出来高粗利率」、「完成基準粗利率」、「進行基準粗利率」が

追加されました。（図 8.1）

図 8.1 「プロジェクト採算」画面

(3) 工程表ファイルのコメント欄の拡張

「計画」タブ、「マルチ」タブ、「計画テンプレート」の計画（工程表）ファイルのコメン

ト欄の最大文字数を 100 文字まで拡張しました。

(4) 改行入力可能な項目の表示改善

① 自動改行機能の追加

長い文字列が入力されたプロパティを詳細画面に表示する場合、自動改行する機能を

追加しました。

② トリミング機能の追加

長い文字列を含むプロパティの一覧を表示する場合に指定した文字数でトリミングす

る機能を追加しました。

以上
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ユーザーお問い合わせ

ユーザー登録

PREGARE6.0 

アップデート版(H30) 

リリースのご案内

■PREGARE 6.0アップデート版(H30) リリースのご案内 

いつもPREGAREをご利用いただき、ありがとうございます。 

このたび、2009年8月25日にPREGARE 6.0のアップデート版（H30）をリリースすることとなりました

ので、ご案内申し上げます。 

1. アップデート版（H30）の変更点 

アップデート版では、次のような変更が行われました。 

●プロジェクト集計処理の改善 

単独のプログラムのプロジェクト集計処理および月締め処理の一括集計から行う複数プログ

ラムのプロジェクト集計処理において、プログラムを構成するプロジェクトの数が非常に多い

と（例：１つのプログラムを構成するプロジェクトが数百個以上）、処理速度の遅延やメモリ不

足によるエラーが発生する場合がありましたが、本リリースではこの問題が改善されました。 

これにより、メモリ不足によるエラーが解消され、集計処理が高速化しました。 

 

2. アップデート版（H30）の動作環境 

アップデート版の動作環境は、現在のPREGARE6.0の推奨動作環境（下記）に準じます。 

 

※ PREGARE 5.0をお使いの場合、変更の必要はありません。 

  

 
OS ：RedHat Enterprise Linux 5 server 

※現在、RedHat Enterprise Linux V.3をお使いの場合は、ご相談ください。

 RDBMS：PostgreSQL

 
Java ：Java SE Development Kit 6 

※メール送信機能を利用する場合は、メールサーバとの連携が必要となります。

3. バージョンアップ費用 

バージョンアップは、PREGAREの年間サポートサービスに含まれておりますので、現在、

PREGARE5.0をご利用で、サポートサービスをご契約のお客様は、無償でバージョンアップし

ていただくことができます。また、バージョンアップ後のライセンス料金、サポートサービス料

金につきましても、現在のご契約のまま、お使いいただくことができます。 

なお、新バージョンのインストールに際しては、別途有料のインストールサービス等もご用意

しております。「5. バージョンアップに関するサービス」をご参照ください。 

※保守契約を締結されていないお客様のバージョンアップにつきましては、営業担当までお

問い合わせください。 

  

4. アップデート版（H30）一式の内容 

サポートサービスをご契約のお客様には、無償で下記の アップデート版モジュールおよび

PREGARE 6.0用ライセンスキー（PREGARE5.0からのアップデートの場合）をご提供致します。

(1) アップデート版モジュール、ドキュメント 

お客様ご自身でバージョンアップを行うためのモジュール、ドキュメントをCD形式でご提供い

たします。 

 ・ アップデート版モジュール  

 ・ バージョンアップに関するドキュメント 

(2) PREGARE 6.0ライセンスキー 

PREGARE5.0からバージョンアップされるお客様には、PREGARE 6.0ライセンスキーを「ライセ

ンスキーのお知らせ」及びメールにてご提供致します。 



■ PREGARE バージョンアップに関するお問い合わせ先： 

  マーケティング部  （担当 新川） 

  TEL ： 03-3570-2391 

  FAX ： 03-3570-2393 

 

  → PREGARE ユーザーお問合せ窓口はこちら 

  → 一般のお問合せ窓口はこちら 

※ 動作環境の変更、および、PREGARE 5.0からのデータ移行などは、お客様ご自身で行って

いただくことが基本となりますが、別途有料にてデータ移行を含む「バージョンアップインスト

ールサービス」をご提供させていただくことができます。「5. バージョンアップに関するサービ

ス」をご参照ください。 

※ バージョンアップについての制限事項、注意事項については、PREGAREアップデートガイ

ドをご参照ください。  

  

5. バージョンアップに関するサービス 

 バージョンアップに関する以下の有料サービスをご用意しております。 

 詳細については、お問い合わせください。 

(1) バージョンアップ インストールサービス 

※ メールサーバとの連携は、既に社内でメールサーバが運用されていることを条件とさせて

いただきます。メールサーバ側の設定については、対象外とさせていただきます。 

※ OSにRedHat Enterprise Linux以外をご使用のお客様の場合、OSのバージョンアップも必

要となります。OSのバージョンアップサービスに関しては、お使いの環境により方法が異なり

ますので、別途お見積とさせていただきます。 

※ PREGARE 4.0以前のバージョンからのバージョンアップサービスにつきましては、別途お

見積とさせていただきます。 

(2) バージョンアップ コンサルティングサービス 

(3) PREGARE オンサイトトレーニング 

(4) データ移行サービス 

※ サービスに必要な実費（交通費、宿泊費、運送費など）は、別途、ご請求させていただきま

す。 

  

6. アップデート版（H30）のお申込方法 

アップデート版をご希望のお客様は、以下の「PREGAREバージョンアップ お申込フォーム」に

必要事項をご記入の上、お申込ください。 

お申込のサービス内容によっては、後日、担当営業からご連絡申し上げ、スケジュールの調

整をさせていただきます。 

※ 現在PREGARE5.0（G39以降のバージョン）またはPREGARE6.0(H27)をご利用のお客様

で、今回はバージョンアップを希望されない場合も、次回のバージョンアップを行うことは可能

です。 

  

7. 旧バージョン（PREGARE 5.0以前のバージョン）へのサポート終了について 

PREGARE 6.0リリースに伴い、PREGARE 5.0以前のバージョンへのサポート（無償バージョン

アップ、製品保証およびQA対応）は、2010年3月末日をもちまして終了させていただきます。 

サポート期間終了後のバージョンアップにつきましては、別途お見積とさせていただきます。 

サポート期間終了後も、ライセンスキーの発行は継続して行いますので、現在ご使用されて

いるお客様は、そのままお使いいただけます。 

  



※半角のカナ文字は入力しないでください。 

※アスタリスク（*)の付いた項目は必ず入力してください。 

PREGARE バージョンアップ お申込みフォーム

お客様情報

*会社名

*郵便番号

*都道府県 選んでください

*市区部

*町名・番地・ビル名

部署名

*氏名

*氏名（ふりがな）

*メールアドレス

ご利用のPREGAREについて（可能な範囲でご記入ください）

PREGAREバージョン 

（例） PREGARE 6.0（H27）

OS（種類、バージョン） 

（例） RedHat Enterprise 

Linux V.4

Postgreバージョン 

（例） PostgreSQL7.4.x

JAVAバージョン 

（例） Java2 SE5.0(JRE)

バージョンアップ インストールサービス（有料）について

インストールサービス 

 

※データ移行は、インストールサー

ビスに含まれます。フィールド定義

の移行を希望される方は、下記の

「その他のバージョンアップサービ

ス（有料）について」でお申込くださ

い。

 希望する   希望しない

インストール希望日

現在、登録されているおお

よその計画ファイルの数

 150以下   151～400 

 401～1,000   1,001以上  

 不明

その他のバージョンアップサービス（有料）について

フィールド定義移行サービ

ス
 希望する   希望しない



  

コンサルティングサービス  希望する   希望しない

オンサイトトレーニング  希望する   希望しない

複数年度データ統合サー

ビス
 希望する   希望しない

その他

コメント 

(PREGAREバージョンアッ

プに関するご質問、ご相談

等ございましたら、ご自由

にお書きください)

申し込む

サイトのご利用条件について 

Copyright © 2006 Web I Laboratories, Inc. All Rights Reserved.  


